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興味はあるけど、検討しない？

人事がRPAの不安を払拭する「たった２つの条件」
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本資料をダウンロードいただき誠にありがとうございます。

近年、クラウドやビッグデータ解析、人工知能（AI）、デジタルレイバー
（RPA）など、最新のITテクノロジーを活用した業務変革への関心が急速に
高まっています。その背景にあるのは、ITテクノロジーの進化は勿論です
が、将来の「生産年齢人口の減少」による労働力の確保や、「働き方改革」
による業務生産性向上が経営者の関心事になっているためです。そして、そ
の有効な対策として期待されているのが、AIやRPAによるデジタルトランス
フォーメーションへの変革です。

特にデジタルトランスフォーメーションの第一段階であるRPA（Robotic 
Process Automation）を活用した「単純作業の自動化」は、この１～2年で
一気に注目を高め、ネット上でも導入した企業の事例が目につくようになり
ました。ただし、RPAの導入はまだ、金融系など一部の業種に限られてお
り、ほとんどの企業は導入に向けた情報収集段階にあります。また、RPAの
導入に向けた検討状況を職種でみると、購買部門や経理部門が先行してお
り、既に検証段階にある企業も増えてきました。一方で、人事部門に至って
は「働き方改革」に一番直面している部門でありながらも、RPAを活用した
業務自動化を検討する動きはまだまだ鈍いようです。本紙では、人事部門に
おける「RPAの可能性」をテーマに、検討が進まない理由や、検討するため
に押さえておくべきポイント、稼働後に失敗しないためのポイントを押さえ
て、「人事がRPAを活用するための2つの条件」をご紹介していきます。

貴社の今後のご参考になれば幸いでございます。

１．人事担当者がRPAで自動化したい業務とは？
２．人事担当者の本音「興味はあるけど、検討はしない？」
３．人事部門が押さえておくべきRPA選定のポイント
４．RPAは「業務自動化」の第一段階にすぎない
５．導入後の鍵は「混在から共存へ」

・・・・ ２
・・・・ ３
・・・・ ５
・・・・ ６
・・・・ ７
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人工知能（AI）に代表されるITテクノロジーの進化は目覚ましく、この数年
のうちに、自律的に学習し高度なオペレーションを代替するレベルまでに到
達することが予想されています。既に欧米の先進的企業ではRPA の活用は進
んでおり、国内企業でも今後、本格的に普及する中で「人事業務の自動化」
の波がくることも予想されています。

この流れを受け、クレオでは、人事領域におけるRPAの可能性として、どの
業務の自動化が人事部門に有益か、実際に実務を担当している人事担当者に
リサーチを実施しました。

先ず、RPAを適用したい業務について尋ねたところ、最も声が多かったの
は、人事システムのデータを活用したリスト作成（Excel）や紙の情報を人
事・給与システムに転記するといった作業が上がりました。

具体的には、システムの標準帳票とは別に独自の組織別人数表を作成する作
業や、休暇申請届（ワークフロー）にある申請理由から「体調不良」のキー
ワードを基にメンタルヘルスケアの対象者をピックアップする作業、紙上の
雇用保険被保険者番号や基礎年金番号のシステムへの転記作業といったもの
です。

１．人事担当者がRPAで自動化したい業務は？

他にも、長時間労働の是正や有期雇用契約における無期転換制度を受けて、
サービス残業者や通年で5年に達する見込みの有期雇用契約者を一覧化し、
各管理部門長へメールで報告するといった作業もありました。

これらの作業は、人事システムや勤怠システムの仕様（機能）によって、自
動化の範囲にバラつきがありますが、システムをカスタマイズする必要が無
いこと、一つ一つは細かな作業であっても、自動化を積み上げることで最終
的に大きな効果になることなどが、RPAへの期待に繋がっているようです。

興味はあるけど、検討はしない？人事がRPAの不安を払拭する「たった2つの条件」
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先のリサーチは、様々な業種や規模の企業の人事担当者にRPAの基礎を解説
し、その後に実施したフリーディスカッションの中から出てきた意見です。
RPAの特性（単純で反復性が高い業務に適している）からすると、これら作
業の自動化の実現性は高く、RPAと人事業務の相性の良さを感じます。です
が、ディスカッションをとおしてわかったことは、基本的には、人事担当者
はRPAに消極的だということです。

実は、多くの人事担当者が本当に自動化したい業務は、先に述べた細かな作
業ではなく、新入社員の受け入れや年末調整、算定月変、賞与といった一時
的に人手不足の状態に陥る年次イベントであることがわかりました。そし
て、これらの業務を自動化の対象とした場合、ロボットを利用しない期間が
長いため、一年を通した投資対効果は下がります（図１）。

２．人事担当者の本音「興味はあるけど、検討はしない？」

図１：年間の平均時間外労働時間の推移

また、これらの年次業務は‟ 紙ベース “の作業が多くあるため、仮に一担当
者の作業負担を軽減できたとしても、業務単位で見た時の導入効果はあまり
期待できません。このような理由から、RPA導入に向けた検討が消極的に
なっているようです。更に、新しい技術を取り入れるとなると、‟ 使ってみ
なければ効果がどれだけあるか分からない “というリスクが、導入の決済を
取り付ける上で壁になっていることも背景にあるようです。
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尚、リサーチの中で「人事担当者のRPAに対する印象」について伺ったとこ
ろ、ポジティブな意見としては「業務効率化の効果あり」が最も多く、次い
で「人手不足対策に有効」「人とRPAは共存できる」となりました（図２）。

反対に、ネガティブな印象について伺ったところ、「設定が難しい」が最も
多く、次に「価格は高いと思う」「一部の企業にしか浸透しない」という意
見が続きました（図３）。

この二つの設問の有効回答数は、ポジティブが84に対してネガティブは16で
した。ネガティブな意見そのものが少ないことから、人事担当者がRPAに対し
て肯定的であることが伺えます。

ただし、この調査結果からもわかるとおり、人事部門にとってRPAは「効果は
期待できるが、設定が難しくコスト負担が大きい」という印象のようです。人
事部門の方に、RPAの検討状況を尋ねると、「興味はあるけど、検討はしてい
ない」という話をたまに聞きますが、その理由がよくわかります。

POSITIVE

図2：人事担当者のRPAの印象（positive）、有効回答数84
本来、人事部門は法改正によるオペレーション変更の負担が多く、「働き方
改革」による人事制度見直しや、人材活用のためのタレントマネジメントの
実施など、通常の人事管理や給与計算業務以外にも、やらなければいけない
ことが山ほどあります。デジタルトランスフォーメーションの流れに関わら
ず、業務効率化は人事部門の本質的な課題なのです。その中でRPAに対して
消極的であることは、これまでにない課題解決のチャンスを逃していると言
えるかもしれません。

では、どうすれば人事部門がRPAの導入に前向きに取り組めるようになるの
でしょうか。
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図3：人事担当者のRPAの印象（negative）、有効回答数16
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「人事担当者の本音」でお伝えしたとおり、コスト負担や業務全体の効果が
見えにくいといったことが、人事部門のRPAの検討のブレーキになっていま
す。言い換えれば、これらの問題を解決できれば、人事部門のRPA導入の実
現性は一気に高まります。そこで、人事部門がRPAを導入するために、押さ
えておくべきポイントをコスト、効果、検討の観点で以下にまとめました。

１．コスト：無駄なコストの発生を抑え、ROIを高めることができること
２．効 果：紙ベースの作業も含め、業務全体の作業効率を上げることがで

きること
３．検 討：予め、ある程度の導入効果が予測でき、RPAの価値を明確に示

せること

これらの条件を満たす製品やサービスであれば、先ずは導入に向けた検討は
しやすくなると思います。ちなみに１は、時間課金型サービスの想定です。
利用時間に応じた費用負担であれば、RPAを使わない期間のコスト負担は最
小限に留めることができます。２は、RPAとOCRが連携して提供されること
を想定しています。特に、AI搭載型の高精度なOCRとRPAが連携すれば、作
業単位から業務単位の導入効果を期待できます。３は、作業テンプレートと

３．人事部門が押さえておくべきRPA選定のポイント（条件１）

トライアル版の想定です。例えば ‟すぐに使えるロボットテンプレート“ と‟
トライアル版”があれば、コスト負担のかからない検討段階から、手軽に事
前検証をすることができます。安心してRPA導入に踏み切ることができるよ
うになるということです。

また他にも、「そもそも、どの作業を自動化すべきかわからない」「自動化
したい作業があるが、ロボットの設定をしている暇がない」といった声も少
なくありませんので、業務プロセスの見直しから自動化対象業務の洗い出し
までを行う業務コンサルティングや、ロボット作成作業を代行しておこなう
といったサポートなどもあるのが望ましいでしょう。

これらのサービスについてご興味のある方は、クレオの提供するRPAサービ
スをお奨めします。是非、一度、ご相談ください。

それでは次に、導入後の運用のポイントについてもご紹介していきます。

興味はあるけど、検討はしない？人事がRPAの不安を払拭する「たった2つの条件」
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導入後の押さえておくべきポイントをご説明する前に、先ず、正しく理解し
ておかないといけないことがあります。それは、業務自動化の‟本当の意義
“がどこにあるか？ということです。冒頭でもお伝えしたとおり、将来の生
産年齢人口の減少に備え、「デジタルトランスフォーメーション」への関心
が急速に高まっています。これは、多くの経営者が企業のビジネス開発・継
続のための経営課題に、将来の労働力不足への対策を掲げているためです。

そして、「デジタルトランスフォーメーション」の実現には３つの段階（図
４）があると言われており、今、注目を集めている‟RPAによる単純作業の
自動化”はその第一段階にあたります。この段階ではまだ、現場レベルの一
過性の業務効率向上策や人手不足対策でしかありません。今後、業務自動化
への取り組みは、人口知能（AI）の実用化により、‟高度な業務の自動化“に
向けた第2、第3の段階へと進んでいきます。

具体的には人工知能（AI）が、機械学習から深層学習へと進化することで、
「ロボット」が担う範囲も非定型業務を含めた確認作業や高度な判断業務へ
と範囲を広げていきます。つまり、業務の自動化のITテクノロジーは‟人手
不足の解消“だけでなく、‟労働の質“を向上させることも可能になっていきま
す。そのため、経営者はデジタルトランスフォーメーションへの取り組み

４．RPAは「業務自動化」の第一段階にすぎない

を、単なる人手不足対策で終わらせるのではなく、「恒久的且つ優秀な労働
力確保」として期待を寄せているのです。

業務自動化の‟本当の意義“を踏まえると、現在、取り組もうとしているRPA
の活用方法には課題があることがわかります。それが、導入後の押さえてお
くべきポイントとなります。次に、そのポイントについてご紹介していきま
す。

図4：デジタルトランスフォーメーションの実現に向けた3ステップ

段階1 RPA（Robotics Process Automation）
機能定義：ルール処理エンジン、スクリーン収集、

ワークフロー
活用例 ：データ入力や複数アプリケーションの

連携が必要な単純作業の定型業務。例
えば、人事・経理・総務などの間接部
門の事務・管理業務、販売管理や経費
処理など、単純且つ反復性の高い作業
の自動化

段階２ EPA（Enhanced Process Automation）
機能定義：構造化されていないデータや知識の収集

や分析
活用例 ：非構造化データの収集や分析などの非定

型業務。例えば、ログの分析、様々な要
因を加味した売上予測、Web のレコメ
ンド広告などの分析処理や確認業務の自
動化

段階３ CA  （Cognitive Automation）
機能定義：自然言語処理・ビッグデータ分析・個別

最適化処理
活用例 ：大量データを学習して最適判断が必要な

業務。例えば、ヘルプデスクや天候に左
右される仕入管理、経済情勢を加味した
経営判断などの高度な判断業務

興味はあるけど、検討はしない？人事がRPAの不安を払拭する「たった2つの条件」
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現在の第一段階（RPA）から第二段階（EPA）へステップアップする上で、
早くも懸念されているのが、属人的な「ロボット」の存在です。今後、RPA
の活用が進み、作業者に従属する形でロボットが増えていくと、業務プロセ
スにおける「ヒト」と「ロボット」は混在し、それぞれの役割分担や業務そ
のものの進捗が見えなくなってしまうことが予想されます。また、属人的な
「ロボット」が増えることで、丁度、Excelのマクロや関数のように、その
シートを作成した本人でないとメンテナンスできない・・・といったことが
「ロボット」にも起こり得ます。他にも、ロボットのオペレーションが、ロ
ボットの作成者自身の業務スキルやシステム活用スキルに左右されると、気
が付いたら無駄な処理を実行するロボットが乱立していたということにもな
りかねません。

このように、RPAによる単純作業の自動化は便利な反面、人に従属するロ
ボットが増えることで、その業務におけるIT業務処理統制の低下を招くリス
クがあることを意識しておかなくてはなりません。そして、更にもっと深刻
な問題は、そのような属人的で統制が利かない状態のままでは、デジタルト
ランスフォーメーションの実現が非常に困難になる可能性があるということ
です。

５．導入後の鍵は「混在から共存へ」（条件２）

例えば、ある業務において、作業結果に対してどんな確認が必要なのか？そ
の処理に対してどんな判断が必要なのか？何がボトルネックでどこが改善ポ
イントになるか？といったことが見えない業務プロセスでは、次のテクノロ
ジーである人口知能（AI）を含めた業務設計はほとんど不可能になるでしょ
う。ですからRPAは、今の第一段階から、「ヒト」と「ロボット」の共存を
前提にした業務プロセス上で利用することが望ましいのです。ですが、ほと
んどの企業がそこまでを見据えたRPAの利用は勿論、導入に向けた検討もで
きていないようです。

そこで、RPAの導入と併せてお勧めしたいのが、BPM（Business Process 
Management）の取り組みです。BPMは、業務プロセスの‟可視化と進捗把
握“による、業務全体の最適化を図るためのマネジメント手法です。これに
より、プロセス上のボトルネックやセキュリティリスクを的確に捉えて、プ
ロセス最適化に向けたPDCAを回せるようになります。また、‟確認作業“や‟
判断業務”に至るプロセスも明確になるため、「ヒトがやるべき業務」と
「ロボットに任せる業務」の整理も容易になります（図５）。なによりも、
今後のデジタルトランスフォーメーションのステップアップへの備えとして
有効であることです。

尚、BPMについては、簡単な設定で利用できるプロセス管理システム（BPM
ツール）がありますので、RPAを採用する際には是非、併せて検討してみて
はいかがでしょうか。

図５：BPMによるRPAを含めた業務プロセス管理
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最後までお読みいただき誠にありがとうございます。

今回は、人事部門がRPAを活用するための‟２つの条件“をご紹介しました。
１．人事の特性にあった提供サービスを導入すること（選定時の条件）
２．業務自動化の意義を正しく捉え、作業の自動化を進めること（稼働後の条件）

貴社が本格的な業務自動化に取り組むのは時間の問題でしょう。その際には、是非、上記条件を
留意していただければと思います。

本資料の関連情報：

・RPAの新しいカタチ「RPA × BPM」コラム
全2回「RPAで変わる近未来のシステム運用管理！業務プロセスの自動化がIT部門を変える。」
https://smart-stage.jp/blog/p9/

・イベント開催情報
2017/11/22 HR Technology カンファレンス2017

「RPAで実現する人事の業務変革の次なる一手」
https://www.zeem.jp/event/event_20171122-report/

株式会社クレオ
ソリューションサービスカンパニー

マーケティング本部プロモーション部

興味はあるけど、検討はしない？人事がRPAの不安を払拭する「たった2つの条件」



Copyright © 2017 CREO CO.,LTD. All rights Reserved.

※この資料は著作権によって保護される内容が含まれています。内容の全部または一部を著作者の許可なく複製、改変することは著作権法の許可事項を除いて禁止されています。

※「ZeeM」の名称は株式会社クレオの登録商標です。

※本製品の仕様及び性能は予告なく変更されることがありますのでご了承ください。

お問い合わせ

ソリューションサービスカンパニー

マーケティング本部プロモーション部

Tel :  03-5783-3540

mail :  info.zeem@creo.co.jp

https://www.creo.co.jp/


